




















２００２００８８年度年度２２学期学期木曜１木曜１時限時限
「哲学基礎「哲学基礎BB」」

「認識するとはどういうことか？」「認識するとはどういうことか？」

第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１回講義回講義回講義回講義（（（（２００２００２００２００回講義回講義回講義回講義（（（（２００２００２００２００８８８８８８８８年年年年年年年年１２１２１２１２１２１２１２１２月月月月月月月月１８１８１８１８１８１８１８１８日日日日））））日日日日））））

§§§§§§§§１０１０１０１０１０１０１０１０ 知識知識知識知識のののの知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説因果説因果説因果説因果説



１１１１、、、、１１１１、、、、ゲティアゲティアゲティアゲティア問題問題問題問題のののの復習復習復習復習ゲティアゲティアゲティアゲティア問題問題問題問題のののの復習復習復習復習

■■伝統的な知識の定義：伝統的な知識の定義：

�� SSががPPを知っているとは、次のときそのときを知っているとは、次のときそのとき
に限る。に限る。

①①PPが、真である。が、真である。

②②SSは、は、PPを信じている。を信じている。

③③SSは、は、PPを信じることにおいて、正当化を信じることにおいて、正当化

されている。されている。



ゲティアゲティアゲティアゲティア反例反例反例反例１１１１ゲティアゲティアゲティアゲティア反例反例反例反例１１１１

＜＜＜＜状況状況状況状況＞＞＞＞＜＜＜＜状況状況状況状況＞＞＞＞

�� 会社会社会社会社のののの社長社長社長社長がががが、、、、ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズ会社会社会社会社のののの社長社長社長社長がががが、、、、ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズがががががががが最後最後最後最後にににに選選選選ばれるだろうばれるだろうばれるだろうばれるだろう、、、、とととと最後最後最後最後にににに選選選選ばれるだろうばれるだろうばれるだろうばれるだろう、、、、ととととスミスミスミスミスミスミスミスミ
ススススススススにににに確信確信確信確信させさせさせさせ、、、、そしてそしてそしてそしてにににに確信確信確信確信させさせさせさせ、、、、そしてそしてそしてそして偶然偶然偶然偶然にににに、、、、偶然偶然偶然偶然にににに、、、、スミススミススミススミスはははは、、、、スミススミススミススミスはははは、、、、1010分前分前分前分前ににににジョーンジョーンジョーンジョーン分前分前分前分前ににににジョーンジョーンジョーンジョーン
ズズズズののののポケットポケットポケットポケットのののの中中中中ののののズズズズののののポケットポケットポケットポケットのののの中中中中のののの１０１０１０１０個個個個のののの１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを数数数数えていたえていたえていたえていたコインコインコインコインをををを数数数数えていたえていたえていたえていた。。。。。。。。

�� スミススミススミススミスはははは知知知知らなかったのだがらなかったのだがらなかったのだがらなかったのだが、、、、ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズではなくではなくではなくではなく、、、、スミススミススミススミスはははは知知知知らなかったのだがらなかったのだがらなかったのだがらなかったのだが、、、、ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズではなくではなくではなくではなく、、、、スミススミススミススミススミススミススミススミスがががががががが
仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にににに入入入入れることになるれることになるれることになるれることになる。。。。またまたまたまた仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にににに入入入入れることになるれることになるれることになるれることになる。。。。またまたまたまた、、、、、、、、スミススミススミススミスはははは知知知知らなかったらなかったらなかったらなかったスミススミススミススミスはははは知知知知らなかったらなかったらなかったらなかった
のだがのだがのだがのだが、、、、のだがのだがのだがのだが、、、、スミススミススミススミススミススミススミススミス自身自身自身自身自身自身自身自身ももももももももポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを持持持持っているっているっているっている。。。。ポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを持持持持っているっているっているっている。。。。

＜＜＜＜このときのこのときのこのときのこのときのスミススミススミススミスのののの信念信念信念信念＞＞＞＞＜＜＜＜このときのこのときのこのときのこのときのスミススミススミススミスのののの信念信念信念信念＞＞＞＞

�� QQ「「「「「「「「ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズはははは、、、、そのそのそのその仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にににに入入入入れるれるれるれる男男男男でありでありでありであり、、、、かつかつかつかつ、、、、ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズはははは、、、、そのそのそのその仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にににに入入入入れるれるれるれる男男男男でありでありでありであり、、、、かつかつかつかつ、、、、
ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズののののポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを持持持持っているっているっているっている。。。。ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズののののポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを持持持持っているっているっているっている。。。。」」」」」」」」

�� PP「「「「「「「「仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にするにするにするにする男男男男はははは、、、、彼彼彼彼ののののポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にするにするにするにする男男男男はははは、、、、彼彼彼彼ののののポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコインをををを
もっているもっているもっているもっている。。。。もっているもっているもっているもっている。。。。」」」」」」」」



�� このときこのときこのときこのとき、、、、このときこのときこのときこのとき、、、、スミススミススミススミスのののの信念信念信念信念スミススミススミススミスのののの信念信念信念信念P P 

「「「「「「「「仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にするにするにするにする男男男男はははは、、、、彼彼彼彼ののののポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコイン仕事仕事仕事仕事をををを手手手手にするにするにするにする男男男男はははは、、、、彼彼彼彼ののののポケットポケットポケットポケットにににに１０１０１０１０個個個個ののののコインコインコインコイン
をもっているをもっているをもっているをもっている。。。。をもっているをもっているをもっているをもっている。。。。」」」」」」」」

はははははははは、、、、最初最初最初最初のののの定義定義定義定義によれればによれればによれればによれれば、、、、知識知識知識知識、、、、最初最初最初最初のののの定義定義定義定義によれればによれればによれればによれれば、、、、知識知識知識知識であるであるであるである。。。。であるであるであるである。。。。

１１１１１１１１ PPはははは真真真真であるであるであるである。。。。はははは真真真真であるであるであるである。。。。

２２２２２２２２ スミススミススミススミスははははスミススミススミススミスははははPPがががが真真真真であるとであるとであるとであると信信信信じているじているじているじている。。。。がががが真真真真であるとであるとであるとであると信信信信じているじているじているじている。。。。

３３３３３３３３ スミススミススミススミスはははは、、、、スミススミススミススミスはははは、、、、PPがががが真真真真であるとであるとであるとであると信信信信じることにじることにじることにじることにがががが真真真真であるとであるとであるとであると信信信信じることにじることにじることにじることにおおおおおおおお

いていていていて正当化正当化正当化正当化されているされているされているされている。。。。いていていていて正当化正当化正当化正当化されているされているされているされている。。。。

しかししかししかししかし、、、、これがこれがこれがこれが知識知識知識知識でないでないでないでないしかししかししかししかし、、、、これがこれがこれがこれが知識知識知識知識でないでないでないでないことはことはことはことは明明明明らかであるらかであるらかであるらかである。。。。ことはことはことはことは明明明明らかであるらかであるらかであるらかである。。。。

ではではではでは、、、、３３３３がががが成立成立成立成立していないのでしょうかしていないのでしょうかしていないのでしょうかしていないのでしょうか？？？？ではではではでは、、、、３３３３がががが成立成立成立成立していないのでしょうかしていないのでしょうかしていないのでしょうかしていないのでしょうか？？？？



ゲティアゲティアゲティアゲティア反例反例反例反例ゲティアゲティアゲティアゲティア反例反例反例反例 ２２２２２２２２

＜状況＞＜状況＞

�� スミスが記憶する範囲内で、ジョーンズはスミスが記憶する範囲内で、ジョーンズは
過去においていつも自動車を所有してお過去においていつも自動車を所有してお
り、いつもフォードであったり、いつもフォードであった。。

�� スミスにはもう一人の友人ブラウンがいるスミスにはもう一人の友人ブラウンがいる
が、彼がどこにいるのかについて、スミスが、彼がどこにいるのかについて、スミス
はまったく知らないはまったく知らない。。



＜＜＜＜スミススミススミススミスのののの信念信念信念信念＞＞＞＞＜＜＜＜スミススミススミススミスのののの信念信念信念信念＞＞＞＞

スミススミススミススミスはははは、、、、正当化正当化正当化正当化されたされたされたされた信念信念信念信念ｆ「ｆ「ｆ「ｆ「ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズはははは、、、、一台一台一台一台スミススミススミススミスはははは、、、、正当化正当化正当化正当化されたされたされたされた信念信念信念信念ｆ「ｆ「ｆ「ｆ「ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズはははは、、、、一台一台一台一台
ののののフォードフォードフォードフォードをををを所有所有所有所有しているしているしているしている」」」」をもっているをもっているをもっているをもっている。。。。ののののフォードフォードフォードフォードをををを所有所有所有所有しているしているしているしている」」」」をもっているをもっているをもっているをもっている。。。。

さらにさらにさらにさらに、、、、スミススミススミススミスはははは、、、、ランダムランダムランダムランダムににににさらにさらにさらにさらに、、、、スミススミススミススミスはははは、、、、ランダムランダムランダムランダムにににに33つのつのつのつの場所場所場所場所のののの名前名前名前名前ををををつのつのつのつの場所場所場所場所のののの名前名前名前名前をををを

選選選選びびびび、、、、次次次次のののの選選選選びびびび、、、、次次次次のののの33つのつのつのつの命題命題命題命題をををを作作作作るるるる。。。。つのつのつのつの命題命題命題命題をををを作作作作るるるる。。。。

ｇｇｇｇｇｇｇｇ ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズははははフォードフォードフォードフォードをををを一台所有一台所有一台所有一台所有しているしているしているしている、、、、あるあるあるあるジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズははははフォードフォードフォードフォードをををを一台所有一台所有一台所有一台所有しているしているしているしている、、、、あるあるあるある
いはいはいはいはブラウンブラウンブラウンブラウンははははボストンボストンボストンボストンにいるにいるにいるにいる。。。。いはいはいはいはブラウンブラウンブラウンブラウンははははボストンボストンボストンボストンにいるにいるにいるにいる。。。。

ｈｈｈｈｈｈｈｈ ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズががががフォードフォードフォードフォードをををを一台所有一台所有一台所有一台所有しているしているしているしている、、、、あるあるあるあるジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズががががフォードフォードフォードフォードをををを一台所有一台所有一台所有一台所有しているしているしているしている、、、、あるあるあるある
いはいはいはいはブランブランブランブランははははバルセロナバルセロナバルセロナバルセロナにいるにいるにいるにいる。。。。いはいはいはいはブランブランブランブランははははバルセロナバルセロナバルセロナバルセロナにいるにいるにいるにいる。。。。

ｉｉｉｉｉｉｉｉ ジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズががががフォードフォードフォードフォードをををを一台所有一台所有一台所有一台所有しているしているしているしている、、、、あるあるあるあるジョーンズジョーンズジョーンズジョーンズががががフォードフォードフォードフォードをををを一台所有一台所有一台所有一台所有しているしているしているしている、、、、あるあるあるある

いはいはいはいはブラウンブラウンブラウンブラウンははははブレストリトフスクブレストリトフスクブレストリトフスクブレストリトフスクにいるにいるにいるにいる。。。。いはいはいはいはブラウンブラウンブラウンブラウンははははブレストリトフスクブレストリトフスクブレストリトフスクブレストリトフスクにいるにいるにいるにいる。。。。

スミススミススミススミスはははは、ｆ、ｆ、ｆ、ｆからからからからｇ、ｇ、ｇ、ｇ、スミススミススミススミスはははは、ｆ、ｆ、ｆ、ｆからからからからｇ、ｇ、ｇ、ｇ、ｈｈｈｈｈｈｈｈ、ｉ、ｉ、ｉ、ｉをををを導出導出導出導出してしてしてして、、、、それらがそれらがそれらがそれらが真真真真でででで、ｉ、ｉ、ｉ、ｉをををを導出導出導出導出してしてしてして、、、、それらがそれらがそれらがそれらが真真真真でででで
あるとあるとあるとあると信信信信じているじているじているじている。。。。信念信念信念信念あるとあるとあるとあると信信信信じているじているじているじている。。。。信念信念信念信念ｇｇｇｇｇｇｇｇ、、、、、、、、ｈｈｈｈｈｈｈｈ、ｉ、ｉ、ｉ、ｉもまたもまたもまたもまた正当化正当化正当化正当化ささささ、ｉ、ｉ、ｉ、ｉもまたもまたもまたもまた正当化正当化正当化正当化ささささ
れているれているれているれている。。。。れているれているれているれている。。。。



�� ＜状況の追加＞＜状況の追加＞

�� ジョーンズはフォードを所有していないが、ジョーンズはフォードを所有していないが、
しかし、いまは、レンタカーを運転していしかし、いまは、レンタカーを運転してい
る。る。

�� 偶然の一致によって、スミスは全く知らな偶然の一致によって、スミスは全く知らな
いのだが、命題（ｈ）で言及された場所が、いのだが、命題（ｈ）で言及された場所が、
たまたま実際に、ブラウンのいる場所でたまたま実際に、ブラウンのいる場所で
ある。ある。



このときこのときこのときこのとき、、、、スミススミススミススミスのののの信念信念信念信念（ｈ）（ｈ）（ｈ）（ｈ）はははは知知知知このときこのときこのときこのとき、、、、スミススミススミススミスのののの信念信念信念信念（ｈ）（ｈ）（ｈ）（ｈ）はははは知知知知
識識識識だろうかだろうかだろうかだろうか？？？？識識識識だろうかだろうかだろうかだろうか？？？？

１１ （ｈ）は真である。（ｈ）は真である。

２２ スミスは（ｈ）が真であると信じている。スミスは（ｈ）が真であると信じている。

３３ スミスは（ｈ）が真であると信じることにおスミスは（ｈ）が真であると信じることにお
いて正当化されている。いて正当化されている。

このとき、定義によりスミスの信念（ｈ）は知このとき、定義によりスミスの信念（ｈ）は知
識となる。識となる。

しかし、これは知識ではないだろう。しかし、これは知識ではないだろう。



ゲティアゲティアゲティアゲティアのののの結論結論結論結論ゲティアゲティアゲティアゲティアのののの結論結論結論結論

これらの二つの事例は、これらの二つの事例は、

＜＜最初に述べた知識の最初に述べた知識の定義が、ひとが定義が、ひとがあるある
命題を知っている命題を知っている、という、ということについてのことについての
充分条件を述べていない充分条件を述べていない＞＞

ということを示している。ということを示している。

ゲティア問題とは、知識をどのように定義すゲティア問題とは、知識をどのように定義す
るか、という問題です。るか、という問題です。



２２２２２２２２ ゴールドマンゴールドマンゴールドマンゴールドマンののののゴールドマンゴールドマンゴールドマンゴールドマンのののの知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説

ØØ ゲティア問題に対する解決の試みとして、ゲティア問題に対する解決の試みとして、
ゴールドマンが提唱した「知識の因果説」ゴールドマンが提唱した「知識の因果説」
(causal theory of knowledge)(causal theory of knowledge)があがあ

ØØ (Cf. Alvin Goldman, (Cf. Alvin Goldman, ‘‘A Causal Theory A Causal Theory 
of Knowingof Knowing’’,, The Journal of Philosophy,The Journal of Philosophy,
64, 196764, 1967、、..))。。



�ゴルトマンゴルトマンゴルトマンゴルトマンによるによるによるによる知識知識知識知識のののの定義定義定義定義

Sががががｐｐｐｐをををを知知知知っているとはっているとはっているとはっているとは、、、、事実事実事実事実ｐｐｐｐがががが適適適適
切切切切なななな仕方仕方仕方仕方でででで、、、、Sのののの信念信念信念信念ｐｐｐｐとととと因果的因果的因果的因果的にににに
結合結合結合結合しているときしているときしているときしているとき、、、、そのときにそのときにそのときにそのときに限限限限るるるる。。。。

S knows that p, if and only if the fact p is 
causally connected in an “appropriate” way 
with S‘s believing p.



このこのこのこの条件条件条件条件をををを付付付付けけけけ加加加加えることによってえることによってえることによってえることによって、、、、このこのこのこの条件条件条件条件をををを付付付付けけけけ加加加加えることによってえることによってえることによってえることによって、、、、
ゲティアゲティアゲティアゲティアのののの反例反例反例反例がががが知識知識知識知識のののの定義定義定義定義からからからからゲティアゲティアゲティアゲティアのののの反例反例反例反例がががが知識知識知識知識のののの定義定義定義定義からからからから
除外除外除外除外されるされるされるされる。。。。除外除外除外除外されるされるされるされる。。。。

�� ケース１の場合ケース１の場合、スミスが採用され、スミスの、スミスが採用され、スミスの
ポケットに１０個のコインが入っていたことがポケットに１０個のコインが入っていたことが
原因となって、スミスの「採用される男のポ原因となって、スミスの「採用される男のポ
ケットに１０個のコインが入っている」という信ケットに１０個のコインが入っている」という信
念が引きこされたのではない、ゆえに、念が引きこされたのではない、ゆえに、ゴーゴー
ルドマンの知識の定義ルドマンの知識の定義は満たされない。は満たされない。

�� ゆえに、スミスの信念は、知識ではない。ゆえに、スミスの信念は、知識ではない。
（ケース２の場合にも同様である。）（ケース２の場合にも同様である。）



知覚知覚知覚知覚によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識知覚知覚知覚知覚によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識

ｐｐｐｐｐｐｐｐ →→→→→→→→ PPｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ） →→→→→→→→ BBｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）

事実事実事実事実事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの知覚知覚知覚知覚のののの知覚知覚知覚知覚ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
SSのののの知覚知覚知覚知覚のののの知覚知覚知覚知覚ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなるのののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなる



記憶記憶記憶記憶によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識記憶記憶記憶記憶によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識

ｐｐｐｐｐｐｐｐ →→→→→→→→ PPｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ） →→→→→→→→ MsMs（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）→→→→（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）→→→→ BBｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）ｓ（ｐ）

事実事実事実事実事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの知覚知覚知覚知覚のののの知覚知覚知覚知覚ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
SSのののの知覚知覚知覚知覚のののの知覚知覚知覚知覚ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの記憶記憶記憶記憶のののの記憶記憶記憶記憶ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
SSのののの記憶記憶記憶記憶のののの記憶記憶記憶記憶ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががSSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなるのののの原因原因原因原因となるとなるとなるとなる



推論推論推論推論によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識推論推論推論推論によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識

事実事実事実事実事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐがががが事実事実事実事実がががが事実事実事実事実ｑｑｑｑｑｑｑｑのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
事実事実事実事実事実事実事実事実ｑｑｑｑｑｑｑｑががががががががSSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｑｑｑｑｑｑｑｑのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなりのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり
SSはははは、、、、信念信念信念信念はははは、、、、信念信念信念信念ｑｑｑｑｑｑｑｑとととと信念信念信念信念ｒｒｒｒからからからから信念信念信念信念とととと信念信念信念信念ｒｒｒｒからからからから信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐをををを推論推論推論推論をををを推論推論推論推論

するするするする。。。。するするするする。。。。



伝聞伝聞伝聞伝聞・・・・証言証言証言証言（（（（伝聞伝聞伝聞伝聞・・・・証言証言証言証言（（（（Testimony)Testimony)によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識

事実事実事実事実事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががTTのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
TTのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐががががががががTTのののの主張主張主張主張のののの主張主張主張主張ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
TTのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐががががｓｓｓｓのののの信念信念信念信念ががががｓｓｓｓのののの信念信念信念信念AATT（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
SSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｒｒｒｒｒｒｒｒとととと信念信念信念信念とととと信念信念信念信念AATT（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）とととと信念信念信念信念（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）とととと信念信念信念信念ｑｑｑｑｑｑｑｑからからからからからからからからSSががががががががBBTT（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）（ｐ）

をををを推論推論推論推論するするするする、、、、以下同様以下同様以下同様以下同様。。。。をををを推論推論推論推論するするするする、、、、以下同様以下同様以下同様以下同様。。。。



� 事実事実事実事実ｐ：ｐ：ｐ：ｐ：月曜日月曜日月曜日月曜日ににににTががががダウンタウンダウンタウンダウンタウンダウンタウンにににに行行行行くことくことくことくこと

� 事実事実事実事実ｑ：ｑ：ｑ：ｑ：Tがががが（（（（日曜日日曜日日曜日日曜日にににに））））月曜日月曜日月曜日月曜日ににににダウンタウンダウンタウンダウンタウンダウンタウンにいこうにいこうにいこうにいこう
とととと意図意図意図意図することすることすることすること

� 事実事実事実事実ｒ：ｒ：ｒ：ｒ：TががががSにににに（（（（日曜日日曜日日曜日日曜日にににに）、）、）、）、彼彼彼彼がががが月曜日月曜日月曜日月曜日ににににダウンタウンダウンタウンダウンタウンダウンタウン
にににに行行行行くとくとくとくと言言言言うことうことうことうこと

� 事実事実事実事実ｕｕｕｕととととｖｖｖｖはははは、Ｔ、Ｔ、Ｔ、Ｔのののの誠実性誠実性誠実性誠実性などのなどのなどのなどの関連関連関連関連するするするする背景命題背景命題背景命題背景命題

� Pattern 2 cases of knowledge. Figures 1 and 
2 exemplify Pattern I

� cases of knowledge.



共通共通共通共通のののの原因原因原因原因によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識共通共通共通共通のののの原因原因原因原因によるによるによるによる経験的知識経験的知識経験的知識経験的知識

事実事実事実事実事実事実事実事実ｑｑｑｑｑｑｑｑがががが事実事実事実事実がががが事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐととととｒｒｒｒのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、ととととｒｒｒｒのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
事実事実事実事実事実事実事実事実ｒｒｒｒｒｒｒｒががががががががSSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｒｒｒｒｒｒｒｒのののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、のののの原因原因原因原因となりとなりとなりとなり、、、、
SSはははは信念信念信念信念はははは信念信念信念信念ｒｒｒｒｒｒｒｒからからからから信念信念信念信念からからからから信念信念信念信念ｑｑｑｑｑｑｑｑをををを推論推論推論推論しししし、、、、をををを推論推論推論推論しししし、、、、
SSはははは信念信念信念信念はははは信念信念信念信念ｑｑｑｑｑｑｑｑからからからから信念信念信念信念からからからから信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐをををを推論推論推論推論するときするときするときするとき、、、、をををを推論推論推論推論するときするときするときするとき、、、、
事実事実事実事実事実事実事実事実ｑｑｑｑｑｑｑｑがががが事実事実事実事実がががが事実事実事実事実ｐｐｐｐｐｐｐｐととととととととSSのののの信念信念信念信念のののの信念信念信念信念ｐｐｐｐｐｐｐｐのののの共通共通共通共通のののの原因原因原因原因ととととのののの共通共通共通共通のののの原因原因原因原因とととと

なっているなっているなっているなっている。。。。なっているなっているなっているなっている。。。。





�ゴルトマンゴルトマンゴルトマンゴルトマンによるによるによるによる知識知識知識知識のののの定義定義定義定義

Sががががｐｐｐｐをををを知知知知っているとはっているとはっているとはっているとは、、、、事実事実事実事実ｐｐｐｐがががが適適適適
切切切切なななな仕方仕方仕方仕方でででで、、、、Sのののの信念信念信念信念ｐｐｐｐとととと因果的因果的因果的因果的にににに
結合結合結合結合しているときしているときしているときしているとき、、、、そのときにそのときにそのときにそのときに限限限限るるるる。。。。

S knows that p, if and only if the fact p is 
causally connected in an “appropriate” way 
with S‘s believing p.



「「「「適切適切適切適切にににに」」」」知識知識知識知識をををを生産生産生産生産するするするする因果過程因果過程因果過程因果過程にはにはにはには、、、、次次次次
のものがあるのものがあるのものがあるのものがある。。。。

� （（（（１１１１））））知覚知覚知覚知覚
� （（（（２２２２））））記憶記憶記憶記憶
� （（（（３３３３））））パターンパターンパターンパターン１１１１or２２２２のののの例例例例となっているとなっているとなっているとなっている因果連因果連因果連因果連
鎖鎖鎖鎖、、、、これはこれはこれはこれは推論推論推論推論によってによってによってによって正正正正しくしくしくしく再構成再構成再構成再構成されてされてされてされて
おりおりおりおり、、、、それぞれはそれぞれはそれぞれはそれぞれは保証保証保証保証されているされているされているされている。（。（。（。（それらそれらそれらそれら
がががが真真真真であるであるであるである場合場合場合場合のみのみのみのみ、、、、背景命題背景命題背景命題背景命題はははは、、、、推論推論推論推論をををを
保証保証保証保証するするするする助助助助けになるけになるけになるけになる））））

� (4)（（（（１１１１）（）（）（）（２２２２））））とととと（（（（３３３３）））） のののの結合結合結合結合

� 注注注注：：：：パターンパターンパターンパターン１１１１とはとはとはとはＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅ１１１１＆＆＆＆２２２２、、、、パターンパターンパターンパターン２２２２
とはとはとはとはＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅＦｉｇｕｒｅ３３３３をををを指指指指すすすす



３３３３３３３３ 知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点

�� 戸田山氏は、戸田山氏は、『『知識の哲学知識の哲学』』で「知識ので「知識の
因果説」の欠点を挙げている。因果説」の欠点を挙げている。



■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点１１１１：：：：■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点１１１１：：：：
論理学論理学論理学論理学やややや論理学論理学論理学論理学やややや数学的知識数学的知識数学的知識数学的知識にはにはにはには使使使使えなえなえなえな数学的知識数学的知識数学的知識数学的知識にはにはにはには使使使使えなえなえなえな
いいいい。。。。いいいい。。。。

�� 「数学的知識には全く使えない。「１＋１「数学的知識には全く使えない。「１＋１
＝２」という知識の原因は、１＋１＝２とい＝２」という知識の原因は、１＋１＝２とい
う事態だ、といわれても、１という数と２とう事態だ、といわれても、１という数と２と
いう数を含む事態から私の信念にいたるいう数を含む事態から私の信念にいたる
因果連鎖というものは考えられない。」因果連鎖というものは考えられない。」
((戸田山、前掲書、戸田山、前掲書、p.63)p.63)



ただしただしただしただしただしただしただしただし
�� ゲティア問題は、論理学や数学については、生ゲティア問題は、論理学や数学については、生
じない。じない。

�� 論理学や数学では、知識の古典的な定義で十論理学や数学では、知識の古典的な定義で十
分である。分である。

�� なぜか？なぜか？
�� 論理学や数学では、信念は経験によらずに得論理学や数学では、信念は経験によらずに得
られる。そこでの正当化は経験に基づかない。られる。そこでの正当化は経験に基づかない。
それゆえに、正当化された信念は、真である。それゆえに、正当化された信念は、真である。

�� 計算間違いのようなケースを除くと正当化され計算間違いのようなケースを除くと正当化され
た信念は真である。た信念は真である。

�� ただし、ただし、論理学や数学についてもミュンヒハウ論理学や数学についてもミュンヒハウ
ゼンのトリレンマは克服できないので、厳密にゼンのトリレンマは克服できないので、厳密に
考えたときには、正当化は不可能である。上の考えたときには、正当化は不可能である。上の
議論は、通常の意味での正当化で十分だと考議論は、通常の意味での正当化で十分だと考
えたときの話である。えたときの話である。



■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点２２２２：：：：■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点２２２２：：：：
近近近近いいいい未来未来未来未来についてのについてのについてのについての知識知識知識知識近近近近いいいい未来未来未来未来についてのについてのについてのについての知識知識知識知識

�� 「たとえば、１０階建てのビルの屋上か「たとえば、１０階建てのビルの屋上か
ら男が飛び降りるのを見た私は、あの人ら男が飛び降りるのを見た私は、あの人
は助からないなと思う。案の定、彼はは助からないなと思う。案の定、彼は55分分
後にその場でなくなった。このとき、私は後にその場でなくなった。このとき、私は
そのおとこが死ぬことが解かっていたとそのおとこが死ぬことが解かっていたと
言ってよいだろう。でも、その知識は彼が言ってよいだろう。でも、その知識は彼が
死んだという事態によって引き起こされた死んだという事態によって引き起こされた
ものではない。」ものではない。」((前掲書、前掲書、p.63)p.63)



（（（（入江入江入江入江のののの付加付加付加付加））））（（（（入江入江入江入江のののの付加付加付加付加））））
■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点３３３３３３３３：：：：：：：：
全称命題全称命題全称命題全称命題全称命題全称命題全称命題全称命題

�� たとえば「すべてのカラスは黒い」は「明日たとえば「すべてのカラスは黒い」は「明日
生まれるカラスは黒い」を含意するが、後者生まれるカラスは黒い」を含意するが、後者
は、欠点２に示されたように、知識となりえなは、欠点２に示されたように、知識となりえな
い。ゆえに、「すべてのカラスは黒い」もまたい。ゆえに、「すべてのカラスは黒い」もまた
知識となりえない。知識となりえない。



■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点■■■■知識知識知識知識のののの因果説因果説因果説因果説のののの欠点欠点欠点欠点４４４４４４４４：：：：：：：：
逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果逸脱因果(deviant causation)(deviant causation)

�� 事例１：事例１：

�� 「俺の部屋に相棒のヴィンセントがヤクを運んでく「俺の部屋に相棒のヴィンセントがヤクを運んでく
ることになっている。警察も俺を狙っているので、おることになっている。警察も俺を狙っているので、お
れがヴィンセントと打ち合わせをして、奴が扉をノッれがヴィンセントと打ち合わせをして、奴が扉をノッ
クするときに「コンコココンコン」とたたくようにと言っクするときに「コンコココンコン」とたたくようにと言っ
た。俺は奴を待ちに待った。ようやく扉をノックするた。俺は奴を待ちに待った。ようやく扉をノックする
音がした。俺は安心のあまり、ノックの取り決めのこ音がした。俺は安心のあまり、ノックの取り決めのこ
とは忘れ、外にヴィンセントがいると信じて扉を開けとは忘れ、外にヴィンセントがいると信じて扉を開け
てしまった。ラッキーなことに扉の外に立っていたのてしまった。ラッキーなことに扉の外に立っていたの
はヴィンセントだった。ヤバかったぜ。」はヴィンセントだった。ヤバかったぜ。」((前掲書、前掲書、
p.64)p.64)



�� 事例２：事例２：

�� 「ヘンリーがある地域をドライブしている。彼が対象「ヘンリーがある地域をドライブしている。彼が対象
を弁別する能力には問題がない。ところが彼は知らを弁別する能力には問題がない。ところが彼は知ら
ないが、その地域には張り子というか、納屋に似せないが、その地域には張り子というか、納屋に似せ
たつくりものがいっぱいあって、それらは道路からはたつくりものがいっぱいあって、それらは道路からは
本物の納屋に見える。ヘンリーがこの地域にさしか本物の納屋に見える。ヘンリーがこの地域にさしか
かって拵えものを見たら納屋にみえることだろう。彼かって拵えものを見たら納屋にみえることだろう。彼
は一軒の納屋を見たが、じつはそれは本物の納屋は一軒の納屋を見たが、じつはそれは本物の納屋
であった。このとき、ヘンリーはそれが納屋であるこであった。このとき、ヘンリーはそれが納屋であるこ
とを見て知ったといえるか」（とを見て知ったといえるか」（Alvin Goldman, Alvin Goldman, 
‘‘Discrimination and Perceptual KnowledgeDiscrimination and Perceptual Knowledge’’, , The The 
Journal of Philosophy,Journal of Philosophy, 1976,1976, p.773p.773））

（土屋純一「知覚による知識」（土屋純一「知覚による知識」『『現代哲学のフロンティ現代哲学のフロンティ
アア』』勁草書房、勁草書房、p.23p.23からの孫引き）からの孫引き）



第一回第一回第一回第一回レポートレポートレポートレポートのののの課題課題課題課題第一回第一回第一回第一回レポートレポートレポートレポートのののの課題課題課題課題

１１ ゲティア反例の例を挙げなさい。ゲティア反例の例を挙げなさい。

２２ 知識の因果説への批判となる知識の因果説への批判となる

逸脱因果の例を挙げなさい。逸脱因果の例を挙げなさい。




